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1. は じ め に

高齢者がいきいきと健康的に暮らすことは，超高齢化社会
を迎えた日本にとって重要な課題である．世界保健機関
（WHO）の定義によれば，健康とは単に疾病がなく身体が病
弱ではないだけでなく，身体的，精神的，社会的に完全に良好
な状態であることを指す．この中の「良好な状態」がウェル
ビーイング（well-being）である．ウェルビーイングは単に
「幸福」と訳される場合もあるが，それ以外にもメンタルヘルス
やストレスマネジメントなど様々な要素を含んでいる［1，2］．
高齢者の健康寿命を延ばすためには，病気の予防や治療だけ
でなく，日頃からウェルビーイングを高めることが重要で
ある．Dienerの研究によると，主観的幸福感（subjective well-

being）や生活満足度を高め，ポジティブな感情を持ち，ネガ
ティブな感情を持たないことが，高齢者の健康と長寿につな
がる［3］．
大切な家族やペットの写真を自宅や職場のデスクに飾るこ
とで，家族とのつながりを感じたり，楽しかった思い出が想起
される．このように日常生活に写真を取り入れることもウェ
ルビーイングを高める方法の1つである．吉岡ら［4］によると，
「落ち着く，安心な，リラックスした，おだやかな，快い，好きな」
の評価が高い写真を鑑賞させると，鑑賞後に実験参加者の
不安，疲労，怒りといった気分が改善する．恋愛関係が始まった
ばかりの大学生は，恋人の写真を見るだけで強いポジティブな
感情を感じる［5］．また，恋人の写真を見るだけで身体の
痛みが緩和されるという報告もある［6］．これらの研究から，

日常生活に自分の大切な被写体の写真を取り入れることは，
ポジティブな感情を喚起させたり，心身を良い状態に導き，
ウェルビーイングを高める効果があることが示唆される．
ウェルビーイングを高める効果が期待されるのは，写真の
ような視覚刺激だけに限らない．人は自分の大切に思う他者に
触れることで，心理的に良い効果を得る．子どもは不安な時に
養育者に抱き着くことで安心感を得る［7］．先述のMasterの
研究では，恋人の手を握ることも写真を見ることと同程度の
鎮痛効果を示した［6］．ペットに触れることも心身の健康に
良い影響を与える．イヌを撫でたり話しかけることは副交感
神経を活性化させ［8］，飼い主はイヌに話しかけたり撫でた
りするだけでオキシトシンが上昇する［9］．ネコに対して
「撫でる」「おもちゃを使う」「餌を与える」などの触れあいに
よって交感神経活性による適度な覚醒および前頭前野の賦活
化が生じ，認知機能が向上する可能性がある［10］．人が生体
のネコやネコのぬいぐるみに触れることで，安静時よりも接
触時に前頭前野の活動が高まる［11］．これらの先行研究から，
大切なペットに触れることが様々な形でポジティブな心理的
効果をもたらすことが示唆される．
以上の先行研究をまとめると，自分にとって大切な被写体
の写真を身近に飾ることは，ウェルビーイングを高める効果
がある．また，大切な家族やペットに「触れる」こともウェル
ビーイングを高める効果がある．以上の知見をふまえ，写真
の効果と「触れる」効果を合わせれば，従来よりもさらに強力
にウェルビーイングを高める効果が期待できるのではないか
と考えた．
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Abstract :  This study aimed to clarify the psychological effects of daily viewing and touching the surface of 2.5D photographs. 
Subjective well-being, sleep quality, health status, the atmosphere of the room, and anxiety reduction were compared between the 
group that viewed the 2.5D photographs and the group that viewed the conventional flat photos. The subjects of the photographs were 
either their beloved family members or pets. The results suggested that regardless of the type of photograph, touching and viewing a 
photograph of beloved family members or pets enhanced subjective well-being and sleep quality. A text mining approach was also 
used to uncover important topics among reactions to the photo. As a result, the following results were revealed. The participants were 
surprised and happy when they saw the 2.5D photos. They also found the subjects to be genuine. These effects were not seen in the 
flat photo group. 
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そこで本研究では株式会社アド・シーズの高精彩特殊立体
描画技法によって作成された「2.5次元写真」に着目した．
2.5次元写真はインクを何層も積み重ねることで写真の表面
に厚みを出し，被写体を表現する立体感を表現した特殊な写
真である（図1）．例えば，目の前にリンゴが1つあるとする．
このリンゴは3次元の物体である．そのりんごを写真に撮る
と，それは2次元の画像となる．写真のリンゴには触れるこ
とはできないので，リンゴの滑らかな表面の質感や，丸みを
帯びた形に直接触れることはできない．しかし，2.5次元写
真の場合，写真の表面にインクを重ねることによって被写体
を表現する凹凸がつけられているので，写真に触れることが
出来る．2次元よりも立体感があるが，3次元と同等ではな
いことから，ここでは「2.5次元」という表現を採用している．
1枚の写真の中で盛り上がったインクの高さは一様ではな
く，被写体の絵柄によってインクの重ね具合に変化がつけら
れている．重ねられたインクの高さの最高点は1.4 mmであ
る．例えば，図1の写真の場合，イヌの鼻や前足の部分が
他の部分よりも立体的であることにより，平面の被写体に
立体感が感じられる．また，2.5次元写真は単に立体的で
あるだけでなく，質感も表現されている．図1の写真では，
イヌの毛並みや，ツルツルとした鼻先の質感まで表現されて
いる．この2.5次元写真と従来の写真（以下，平面写真）と
の違いは，従来の写真が「鑑賞」する対象であるのに対して，
2.5次元写真は「鑑賞」することに加え「触れる」という特徴が
追加されたことである．先行研究から，写真を飾ることや対
象に「触れる」ことがウェルビーイングを高める効果があるこ
とが報告されている［10，11］．2.5次元写真は，この2つの
機能を併せ持つことで従来の写真よりもより強力にウェル
ビーイングを高める効果が期待されると考えた．
写真を飾ることの心理的効果が実証されれば，多くの応用
場面が考えられる．例えば，大切な家族の死後，遺族は故人
の遺影を飾って故人を偲ぶ，近年では，ペットはコンパニオ
ンアニマルと呼ばれ，家族同然として扱われることが増えた．
そのため，ペットの遺影を飾る飼い主も多いと考えられる．
メンタルヘルスやストレスマネジメントといったウェルビー
イングの向上に影響する写真の飾り方について新しい知見が
得られれば，大切な家族やペットを亡くした家族の悲嘆を
和らげる手助けとなる可能性がある．また，写真は臨床場面

でも活用されている．回想法は，認知症の高齢者に積極的に
過去の経験を想起して語るように促すことで心理的な効果を
導く対人援助法である［12］．従来から回想法では患者が過
去を振り返るきっかけとして写真が用いられている［13］．
2.5次元写真は，視覚的な情報だけでなく，触覚的な情報を
与えることが出来る．そのため，2.5次元写真は従来の写真よ
りも効果的に過去を思い出させる効果があるかもしれない．

2. 本研究の目的

本研究では，大切な家族やペットの2.5次元写真を家の中に
飾り，日々写真に手で触れることで得られる心理的効果を調べ
ることを目的とした．具体的には，ウェルビーイングと関連すると
考えられる主観的幸福感，健康状態，睡眠の質，不安軽減効果，
および，写真を飾った部屋の雰囲気についての量的測定，さら
に写真についての自由記述の感想文について，2.5次元写真と
平面写真で比較する．このように，2.5次元写真の心理的効果
について定量評価と定性評価の2つの側面から検討を行った．

3. 方 法

3.1　調査期間
2021年4月から2021年9月に郵送による質問紙調査で実施
した．本研究は2回の調査で構成され，第1回調査の1か月後
に第2回調査を実施した．

3.2　実験参加者
自宅で自立した生活をしている60歳以上の男女50名（男性

14名，女性36名，平均年齢66.78歳，SD＝6.28）が参加した．
参加者を無作為に2群に分け，2.5次元写真群（25名）と平面
写真群（25名）とした．参加者への謝礼は実験で使用した写真
パネルと図書カード2,000円とした．

3.3　倫理的配慮
本実験の主旨，参加への自由意思の尊重，匿名性の保持を
文書で説明し，記名にて同意を得た上で実験を実施した．
本研究は東北大学医学部倫理委員会の承認を受けて実施した
（承認番号：2021-1-1048）．

図1　右図の平面写真は表面に凹凸が無いが，左図の2.5次元写真は表面に被写体を表現する凹凸が付いている． 
凹凸の有無が比較しやすいように写真を傾けて撮影している．
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3.4　刺激
参加者1名につき1枚の写真パネルを作成した．参加者が
大切に思う家族（両親，配偶者，きょうだい，子ども，孫）また
はペットの写真データを提供してもらい，事前に株式会社
アド・シーズが写真パネルを作成した．写真パネルのサイズ
は縦11 cm × 横17 cm ，厚みは0.7 cmであった．2.5次元写
真群の参加者には2.5次元写真の写真パネルを作成し，平面写
真群の参加者には表面に凹凸の無い従来の平面な写真のパネ
ルを作成した． 

3.5　質問項目
Visual Analogue Scale（以下，VAS）で主観的幸福感，健康
状態，睡眠の質，写真を飾った部屋の雰囲気を評価した．
図 2には主観的幸福感を調べるVASを示した．A4用紙に
印刷された100 mmの線分の左端に「最大の不幸」，右端に
「最高の幸福」と記載した．参加者は「現在の幸福感について
100点満点中どのあたりになりますか？当てはまるところに線
を引いて下さい」という質問文に対して，当てはまる箇所に印
を書いて回答した．線分の左端からの長さ（mm）を測定し，
VASスコアとした．健康状態は「現在のお体の健康について
100点満点中どのあたりになりますか？」，睡眠の質は「現在
の睡眠について100点満点中どのあたりになりますか？」，
写真を飾った部屋の雰囲気は「写真パネルを飾ることで，
あなたの部屋の雰囲気は理想を100点とした時にどのあたり
になりましたか？」という質問を用いた．
日本語版STAI状態－特性不安検査を用いて，写真を鑑賞
し，日々写真に触れることによって不安軽減効果がみられる
かを評価した．STAIはある個人において比較的一定してい
る性格特性としての不安（特性不安）と，状況に応じて変動
する状態としての不安（状態不安）を区別して測定すること
ができる．本研究では状態不安についてのみ評価を行った．
質問項目は20項目から構成され，全く当てはまらない1点か
ら，非常によく当てはまる4点までの4段階で評価された．
合計点が高いほど不安が高いことを意味する．

VASとSTAIへ回答後，A4用紙1枚の記述用紙に写真に
関する感想を自由記述形式で求めた．年齢，性別，被写体の
属性について回答を求めた．

3.6　手続き
実験は参加者の自宅で実施した．写真パネル1枚，写真立
て1つ，質問紙（VAS，STAI，感想記入用紙），返送用封筒

2枚，同意書，実験に関する説明書を同封した一式を事前に
各参加者に郵送した．1回目の実験開始日は参加者が任意で
決定した．
第1回調査（写真を見た初日）：参加者は写真パネルを手に
取って観察した．十分に観察したと参加者自身が判断した後
に質問紙に回答した．参加者に自由に写真の表面に触れても
らうため，「写真パネルを手に取ってじっくりと眺めてくださ
い．この写真は特殊な加工で指紋がつきにくい加工が施され
ています」と説明した．参加者は，VAS，STAI，感想の自由
記述の順番で回答した．回答済みの質問紙は返送用封筒で東
北大学に返送された．2回目の調査までの1か月間，写真を室
内の良く目につく場所に飾り，「1日1回は写真を手に取って
触れるようにして下さい」と教示した．
第2回調査（1ヵ月後）：第1回調査の1ヵ月後に実施した．
第1回調査と同様に，参加者は写真パネルを手に取って十分
に観察した後に質問紙に回答した．第1回調査から第2回調査
までの1ヵ月間は，参加者は「1日1回は写真を手に取って
触れるようにして下さい」と教示されていたが，実際にどれ
くらいの頻度で写真に触れていたかを4段階（ほぼ毎日，
週4～5回，週2～3回，週0～1回）で回答した．第1回調査
と第2回調査の質問紙が返送されたことを確認後，参加者に
謝礼の図書カード2,000円分を送付し，調査を終了とした．

3.7　分析方法
被写体の内訳を算出した．1か月間に参加者が写真を触っ
た頻度について，2.5次元写真群と平面写真群で比較するた
めカイ二乗検定を実施した．主観的幸福感，健康状態，睡眠
の質，写真を飾った部屋の雰囲気，不安軽減効果について，
時間（初日，1か月後）と写真の種類（2.5次元写真，平面写真）
を要因とする2要因分散分析を行った．自由記述のテキスト
データを計量的に分析するため，KH Coder［14］を用いて
テキストマイニングを行った．群ごとに共起ネットワークを
比較した．

4. 結 果

4.1　被写体の内訳および写真を触った頻度
第1回調査と第2回調査の両方の結果について返信のあった

48名のデータを有効として分析対象とした（回収率96%）．
表1に各群の被写体の内訳を示した．
全体としては，被写体の内訳はペットが23（48%），家族が

23（48%），家族とペットが一緒に映っている写真が2（4%）
であった．2.5次元写真群24名は男性9人，女性15人，平均年
齢66.08歳（SD＝6.65）であった．被写体は家族写真が10人，
ペットの写真が14人であった．平面写真群24名は男性4名，
女性20名，平均年齢67.25歳（SD＝6.01）であった． 被写体
は家族写真が13人，ペットの写真が9人，家族とペットが
一緒に映った写真が2人であった．参加者の自己申告による
報告によると，ペット23頭中の10頭は既に亡くなっている
ペットであった．同様に家族23名中1名は既に亡くなってい

現在の幸福感について100点満点中どのあたりになりますか？
当てはまるところに線を引いてください。

0点
（最大の不幸）

100点
（最高の幸福）

図2　主観的幸福感を測定するVAS
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る家族であった．それ以外の被写体については，存命中かど
うかの質問を設けていなかったので不明であった．
第1回調査から第2回調査の1か月間に，参加者が写真に
触れた頻度を2.5次元写真群と平面写真群で比較した（表2）．
両群とも，ぼぼ毎日写真に触れた参加者が最も多かった．
写真の種類と写真を触った頻度についてカイ二乗検定を行っ
たが，写真の種類と触れた頻度に有意な関連は見られなかっ

た（χ2＝0.65, ns）．また，写真を触った頻度を被写体ごとに
分けて表3に示した．いずれの被写体（ペット，家族，家族
とペット）においても，ほぼ毎日写真に触れたと回答した
参加者が最も多かった．被写体と写真を触った頻度について
カイ二乗検定を行ったところ，有意な関連は見られなかった
（χ2＝5.78, ns）．

4.2　心理的効果に関する定量評価の結果
主観的幸福感，健康状態，睡眠の質，写真を飾った部屋の
雰囲気の結果を図3に示した．各VASスコアを従属変数，時間
と写真の種類を要因とする2要因分散分析を行った．主観的幸
福感については，時間の主効果が有意であり（F(1, 46)＝ 6.39, 

p < .05），写真の種類にかかわらず，写真を初めて見た日より
も1ヵ月の鑑賞後の方が主観的幸福感が高かった．写真の種
類の主効果（F(1, 46）＝0.88, ns），および交互作用は有意では
なかった（F(1, 46）＝0.01, ns）．健康状態の分析については，
時間の主効果（F(1, 46）＝0.03, ns），写真の種類の主効果
（F(1, 46）＝0.04, ns），および交互作用はいずれも有意では
なかった（F(1, 46）＝0.15, ns）．睡眠の質については，時間の
主効果が有意であり（F(1, 46）＝6.58, p < .05），飾った写真
の種類にかかわらず，写真を初めて見た日よりも1ヵ月の
鑑賞後の方が睡眠の質が高かった．写真の種類の主効果
（F(1, 46）＝0.19, ns），および交互作用は有意ではなかった
（F(1, 46）＝0.01, ns）．部屋の雰囲気については，時間の
主効果（F(1, 46）＝0.20, ns），写真の種類の主効果（F(1, 46）
＝0.01, ns），および交互作用は有意ではなかった（F(1, 46）
＝0.75, ns）．

STAIで測定した不安状態の変化は表4に示した．不安状態
を従属変数，時間と写真の種類を要因とする2要因分散分析
を行った．時間の主効果 （F(1, 46）＝0.64, ns），写真の種類
の主効果（F(1,46）＝0.18, ns），および交互作用は有意では
なかった（F(1, 46）＝0.23, ns）．

4.3　主観的幸福感と睡眠の質の関係
4.2で集計した主観的幸福感と睡眠の質のVASスコアの
関連について，さらに検討を行った，1か月間の変化量を算出
するために，第2回調査から第1回調査の値を引き，VASスコ
アの変化量を算出した，この値が正の値であれば，第1回調

表1　参加者と被写体

参加者
ID

写真の 
種類 性別 年齢 被写体 存命の

有無
4 2.5次元 男性 70 家族（子ども夫婦）
5 2.5次元 男性 70 家族（妻）
8 2.5次元 女性 72 家族（孫）
11 2.5次元 女性 61 家族（孫）
16 2.5次元 男性 66 家族（孫）
17 2.5次元 女性 65 家族（孫）
26 2.5次元 男性 62 家族（娘）
27 2.5次元 女性 92 家族（夫） 故
32 2.5次元 男性 64 家族（孫）
49 2.5次元 女性 64 家族（孫）
2 2.5次元 女性 61 ペット
9 2.5次元 女性 62 ペット 故
14 2.5次元 女性 62 ペット
15 2.5次元 女性 74 ペット
20 2.5次元 女性 60 ペット 故
22 2.5次元 女性 62 ペット 故
30 2.5次元 女性 63 ペット 故
31 2.5次元 女性 61 ペット 故
34 2.5次元 男性 65 ペット
41 2.5次元 女性 67 ペット 故
44 2.5次元 男性 72 ペット
45 2.5次元 男性 65 ペット 故
46 2.5次元 男性 64 ペット
48 2.5次元 女性 62 ペット
1 平面 女性 79 家族（本人と孫）
3 平面 女性 68 家族（孫）
6 平面 男性 61 家族（孫）
7 平面 女性 60 家族（孫）
10 平面 女性 61 家族（家族写真）
25 平面 男性 61 家族（家族写真）
28 平面 女性 67 家族（娘家族）
29 平面 女性 62 家族（娘）
33 平面 女性 60 家族（家族写真）
35 平面 女性 76 家族（孫）
36 平面 男性 71 家族（孫）
39 平面 女性 72 家族（娘と孫）
50 平面 女性 64 家族（夫と娘）
21 平面 女性 66 家族とペット（夫とペット）
23 平面 女性 68 家族とペット（孫とネコ）
12 平面 女性 70 ペット
13 平面 女性 70 ペット 故
18 平面 女性 84 ペット
19 平面 女性 64 ペット 故
24 平面 女性 70 ペット
37 平面 女性 66 ペット 故
40 平面 女性 68 ペット
42 平面 男性 63 ペット
43 平面 女性 63 ペット

※存命の有無について空欄の被写体については不明

表2　写真に触れていた頻度ごとの参加者数

単位（人） ほぼ毎日 週4～5回 週2～3回 週0～1回

2.5次元写真 11 4 5 4

平面写真 11 6 4 3

表3　写真に触れていた頻度ごとの参加者数

単位（人） ほぼ毎日 週4～5回 週2～3回 週0～1回

ペット 13 4 3 3

家族 7 6 6 4

家族とペット 2 0 0 0
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査よりも第2回調査において，主観的幸福感または睡眠の質が
向上したことを意味する．主観的幸福感と睡眠の質の変化量
の相関分析を行った結果，主観的幸福感と睡眠の質の変化量
との間には有意な正の相関が見られた（r (46)＝.47, p < .01）．

4.4　写真に関する自由記述の分析
写真に関する自由記述の感想文について，2.5次元写真群と
平面写真群を比較するため，KH Coder［14］を用いてテキス
トマイニングを行った．各群の第1回調査と第2調査につい
て参加者が記述した感想文から抽出された語を用いて共起
ネットワークを描画した．共起ネットワークとは，出現パターン
の似通った，すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネット
ワークである［14］．ネットワークは語の出現数が多いほど大き
な円で描画される．グループの中で統一したトピックがあると
判断した場合は，そのトピックに命名を行った．
4.4.1　2.5次元写真（第1回調査）
自由記述について共起ネットワークを描写し，図 4に示し
た．共起ネットワークは5種類のグループから構成された．
自由記述回答をもとに内容を考察した．グループ①は「写真」
「嬉しい」「可愛い」「パネル」の4語から構成された．具体的
な回答としては，ペットの写真に対して「写真が立体的で本
物のように見えてとても嬉しい」「こういう形で（ペットに）
また会えて嬉しい」「触れることができるのが嬉しい」などが
あった．このことからグループ①のトピックを「嬉しい」と
命名した．グループ②は「立体」「驚く」の2語から構成された．
具体的には，ペットの写真に対して「立体的で驚いた」「パネル
の質感に驚きました．何度でも触ってみたくなります」など
があった．グループ②のトピックを「立体感への驚き」と命名
した．グループ③は「本物」「目」「ペット」の3語から構成さ
れた．具体的には，ペットの写真に対して「写真が立体的で本
物のように見えてとても嬉しい」などがあった．グループ③の
トピックを「本物のようなリアルさ」と命名した．グループ④
は「2.5次元」「見る」「孫」の3語から構成された．具体的には，
家族の写真に対して「写真の孫たちの楽しそうな表情と2.5次
元の画面からあふれ出る何とも言えない温かさを感じます」
などがあった．グループ④についてはトピックの命名は行わ
なかった．グループ⑤は「亡くなる」「思う」2の語から構成さ
れた．具体的には「この写真は亡くなった愛犬で，リアルな
加工が癒してくれる気がします」などがあった．グループ⑤
にはトピックの命名は行わなかった．
4.4.2　2.5次元写真（第2回調査）
自由記述の共起ネットワークは5種類のグループから構成
された（図 5）．グループ①は「写真」「触れる」「思う」「自分」
の4語で構成された．具体的には，家族の写真に対して「手に
取って触れるということは、大変心が和むと思います」，
ペットの写真に対して「立体的であるため、つい触れて撫で
てしまいます．すると、生きていた頃の愛犬の毛並みの手触
りがリアルによみがえり、和んでしまうのですが、同時に
喪失感もまた新たに感じてしまう」などがあった．このこと
からグループ①のトピックを「感情への影響」と命名した．
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図3　主観的幸福感，健康状態，睡眠の質，部屋の雰囲気の 
1か月の変化（エラーバーはSD）

表4　不安状態の１か月の変化

初日 1か月後

M （ SD ） M （ SD ）

2.5次元写真 39.42 （10.84） 37.63 （11.42）

平面写真 39.92 （9.50） 39.46 （10.35）
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グループ②は「見る」「思い出す」の2語から構成された．
具体的には，ペットの写真に対して「あまりにも本物すぎて、
亡くなって4年ですが、触っていると思い出してしまいます」
などがあった．グループ②のトピックを「思い出す」と命名し
た．グループ③は「記憶」「愛犬」の2語から構成された．
具体的には「写真パネルはまるで本人（愛犬）が目の前に存在
しているような感覚である」などがあった．グループ③の
トピックを「愛犬の思い出」と命名した．グループ④は「娘」
「感じる」の2語から構成された．具体的には，家族の写真に
対して「印象が一層鮮明になるように感じられました」など
があった．グループ④についてはトピックの命名は行わな

かった．グループ⑤は「手」「取る」の2語から構成された．
具体的な回答は，家族の写真に対して「手に取って触れて楽し
みたいと思っています」などがあった．グループ⑤については
トピックの命名は行わなかった．その他に，複数の語でグループ
を形成してはいなかったものの「心」「飾る」「パネル」といった
単語も比較的出現頻度が高い語として抽出されていた．具体的
な回答は，家族の写真に対して「心がホッコリします」「パネル
を見ている時は心が落ち着きます」などであった．
4.4.3　平面写真（第1回調査）
平面写真群の自由記述についても共起ネットワークを描写
し，図6に示した．共起ネットワークは4種類のグループから
構成された．グループ①は「写真」「パネル」の2語から構成さ
れた．具体的な回答は，家族とペットの写真に対して「色々な
楽しい場面を写真パネルにして飾る」などがあった．このことか
らグループ①のトピックを「写真パネル」と命名した．グループ②
は「見る」「気持ち」「飾る」の3語から構成された．具体的には，
ペットの写真に対して「写真を飾る前と比べて、気持ちが落
ち着く」などがあった．グループ②のトピックを「落ち着く」と
命名した．グループ③は「思い出す」「子供」「夫婦」の3語から
構成された．具体的には，家族の写真に対して「子育ての頃
を思い出し、懐かしくなります」などがあった．グループ③を
「思い出」と命名した．グループ④は「ペット」「思い」の2語か
ら構成された．具体的には，ペットの写真に対して「写真の
思い出が懐かしく思い、心がしんみりとしてしまった」などが
あった．グループ④のトピックを「ペットへの思い」と命名した．
4.4.4　平面写真（第2回調査）
共起ネットワークは4種類のグループから構成された（図 7）．
グループ①は「写真」「飾る」「孫」の3語から構成された．
具体的には「（孫の写真）を飾ったら部屋の雰囲気がなぜか和
んだものになった」などがあった．このことからグループ①
のトピックを「孫の写真」と命名した．グループ②は「見る」
「気持ち」の2語から構成され，ペットの写真に対して「癒さ
れたり、安心したりする気持ちがある」「手元で写真を見ると、
会いたい気持ちがつのりました．亡くしたペットの写真だっ
たので」といった回答があった．グループ②のトピックを
「感情への影響」と命名した．グループ③は「思い出す」「思う」
の2語から構成され，「写真を見てはその時の事や娘の小さかっ
た時のことまで思い出す」などの回答があった．グループ③の
トピックを「思い出す」と命名した．グループ④は「娘」「毎日」
の2語から構成された．具体的には「娘の小さかった時のこと
まで思い出す」などがあった．グループ④についてはトピッ
クの命名を行わなかった．その他に，複数の語でグループを
形成してはいなかったものの「笑顔」という単語も比較的出現
頻度が高い語として抽出されていた．具体的には，家族の写
真に対して「触れている時は、自然と笑顔になっていた気がし
ます」，家族とペットの写真に対して「孫の嬉しそうな顔、
猫の可愛らしい表情を見る度に自分が笑顔になってしまいます」
「毎日1人で過ごす時間も笑顔にさせてもらいました．身体の
痛みが減ることはありませんが、受け止め方が楽になった気
がいたします」などがあった．

図4　2.5次元写真群　第1回調査の共起ネットワーク

図5　2.5次元写真群　第2回調査の共起ネットワーク
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5. 考 察

5.1　定量評価の結果
本研究は，大切な家族またはペットの2.5次元写真につい
て，日常的に写真に触れながら鑑賞することによる心理的効
果を明らかにするために実験を行った．写真の被写体は家族
かペットであった．2.5次元写真群と平面写真群のどちらも，
約半数の参加者は家族の写真，残りの半数の参加者はペット
の写真を使用した．したがって，2群間で被写体の偏りによ

る影響はなかったと考えられる．第1回調査から第2回調査
までの1か月間に，参加者が写真に触れた頻度について，
写真の種類や被写体の違いによって差は見られなかった．

2.5次元写真の触知を伴う鑑賞による心理的効果を従来の
平面な写真と比較した結果，写真の種類にかかわらず，1か月
後に主観的幸福感と睡眠の質が高まることが示された．従来
の平面な写真が鑑賞するものであるのに対して，2.5次元写真
は鑑賞するだけでなく，「触れる」という効果を併せ持つこと
で，従来の写真の効果［4-6］よりもさらにウェルビーイング
を高める効果があるのではないかと予測したが，この予測を
支持する結果は得られなかった．先行研究から日常生活の中
に写真を取り入れることは様々な形でウェルビーイングを高める
ことが示されており［4-6］，本研究の2.5次元写真と平面写真の
結果も，これらの先行研究と一致した結果が示されたと言え
る．主観的幸福感と睡眠の質の関連を分析した結果，主観的
幸福感が向上した人ほど睡眠の質も高まることが示された．
睡眠の質と主観的幸福感には関連があることが指摘されてお
り［15］，本研究において睡眠の質が向上したことは，主観的
幸福感の向上が影響していた可能性が考えられる．
本研究の参加者は60歳以上の高齢者であり，実験のために
選ばれた家族の被写体の多くは参加者の孫または子どもで
あった．強いポジティブな感情を喚起しやすいと考えられる
恋愛関係の始まったばかりの恋人の写真ではなく［5］，子ども
や孫，もしくはペットの写真を飾ることでも，主観的幸福感
や睡眠の質が向上することが示された点は興味深い．
主観的幸福感や睡眠の質といった量的データにおいて，
本研究の結果からは2.5次元写真の独自性を証明することは出
来なかった，ただし，実験デザインに起因する幾つかの問題
により，2.5次元写真の触知を伴う鑑賞の心理的効果を十分に
検討しきれなかった可能性がある．一つ目の問題は，本研究
では「写真に触れない」という群を設定しなかったため，
「写真に触れる」効果そのものは検証できなかった点である．
先行研究ではペットに触れることよるポジティブな心理的効
果が報告されている［8-10］．したがって，触れながら写真を
鑑賞したことがポジティブな心理的効果を促進させた可能性
は考えられるが，「写真に触れないで鑑賞した」という条件を
設けていなかったため，「触れる」ことの効果を直接的に検証
することが出来なかった．今後は，写真に触らずに1か月間
鑑賞だけを行わせる条件でも実験を実施し，本研究の結果と
比較検討する必要がある．二つ目の問題は，本研究では「写真
を見ていない」統制群が無かった点である．参加者が本研究
以外の要因によって主観的幸福感や睡眠の質を向上させた可
能性を否定することは出来ない．また，本研究は実験室実験
ではないため，参加者が自主的に本研究の刺激以外の写真を
自宅に飾っていた可能性もある．したがって本研究の手続き
上，参加者が1か月間写真というものを全く見ない条件を設定
することは現実的に困難であった．ただし2.5次元写真は参加
者にとって初めて体験する写真であったので，2.5次元写真と
平面写真の心理的効果を比較することは十分に意義があった
と考える．三つ目の問題は，参加者が写真を触る速度と強さ

図6　平面写真群　第1回調査の共起ネットワーク

図7　平面写真群　第2回調査の共起ネットワーク
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を統制していない点である．山口［16］によると，触れること
が心身に及ぼす癒し効果を高めるためには，ゆっくりした速度
で軽く圧をかけながら対象に触れることが重要である．本研究
は参加者が自宅で写真にどのように触れていたのかはデータ
を集めることが出来なかった．そのため今後は写真への触れ
方についても条件を設定して検討する必要がある．四つ目の
問題点は，被写体を参加者の大切な家族かペットに限定した
ことである．参加者にとって大切な相手の写真を意識的に
1か月間鑑賞し続けるという手続きでは，主観的幸福感と睡眠
の質の向上に天井効果が見られ，写真間で心理的効果に差が
認められなかった可能性が考えられる．今後は参加者にとっ
てニュートラルな被写体の写真を用いた条件のデータを追加
し，本研究の結果と比較する必要があるだろう．

5.2　定性評価の結果
心理的効果の定量評価の結果では写真間に差は見られな
かった．しかし，写真に関する自由記述の感想をテキストマ
イニングで分析した結果，2.5次元写真と平面写真には共通点
と相違点が見られた．

2.5次元写真群と平面写真群に共通して見られた特徴は以下
の通りである．どちらの群の参加者も1か月間写真を鑑賞し
た後の感想として，被写体の思い出を想起することや，被写
体に関する様々な感情が喚起されると述べていた．初めて写
真を見た日よりも1か月間写真を鑑賞した後に主観的幸福感
が向上した背景には，こうした参加者の心理的な変化が影響
していたと考えられる．
相違点については以下の通りである．第1回調査において
写真を初めて見た感想として，平面写真群の参加者は，被写
体を思い出し，気持ちが落ち着くと述べていた．それに対して，
2.5次元写真群の参加者は，2.5次元写真によって表現された
被写体の本物らしさを感じ，立体感に驚いたと述べていた．
また，「嬉しい」というポジティブな感情を示していた．2.5次
元写真によって喚起された「驚き」や「嬉しさ」は，平面写真
群には見られなかった特徴である．第2回調査ではこのよう
な感想語の違いが写真間で見られなかった．これは写真に
1か月間触れ続けることで，参加者に慣れが生じたためと考え
られる．したがって，2.5次元写真が「驚き」や「嬉しさ」を
喚起させる効果は比較的短期的なものであると考えられる．
まとめると，2.5次元写真による心理的効果は，効果の持続時
間は限定的ではあるものの，定性評価の結果において従来の
平面な写真と差があることが明らかになった．
最後に，本研究で得られた2.5次元写真に対する定性評価
の結果に関する応用可能性について考察する． 

ペットの2.5次元写真を触って鑑賞した参加者の感想には，
「嬉しい」「立体感への驚き」「本物のようなリアルさ」といっ
たトピックが見られた．このような2.5次元写真の特徴は，
ペットロスの治療に有効かもしれない．大切なペットを喪失
することは飼い主に強い悲嘆をもたらし，ペットロスと呼ば
れる［17］．ペットロスからの回復を促す方法として，獣医師
や看護師によるカウンセリングがあるが，より簡便な方法が

開発されることが望ましい．ペットロスの悲しみを回復させ
る過程では，物理的に失ったペットの存在に対し，亡くなっ
た後にも心理的なつながりを感じることが重要である［17］．
2.5次元写真のペットは，本物のようなリアルさを感じさせ
る効果があるため，2.5次元写真のペットに触れることで，
ペットとの心理的なつながりを感じることが可能かもしれな
い．これについても今後の検討が必要である．
さらに，2.5次元写真は，写真に触って被写体を感じるとい
う特徴をいかし，晴眼者と視覚障がい者が共に楽しむ新しい
形の写真になり得るかもしれない．実際，近年では視覚障が
い者にも写真を楽しんでほしいという社会的な気運が高まっ
ている．これまで視覚的に理解することが当たり前だった
写真に，「触る」という新しいアプローチを追加した2.5次元
写真の応用可能性について検討することは，写真のユニバー
サルデザインという視点から重要な意味を持つだろう

6. ま と め

本研究は，大切な家族やペットの2.5次元写真を家の中に飾
り，日々写真に手で触れながら鑑賞することで得られる心理的
効果を調べた．2.5次元写真と従来の平面な写真で比較した
結果，写真の種類にかかわらず，大切な家族やペットの写真を
1か月間鑑賞することで，主観的幸福感と睡眠の質を高める効
果が見られた．量的に測定された心理的効果には写真間で差
が見られず，2.5次元写真が従来の写真よりもウェルビーイング
を高める効果があるとは言えなかった．一方で，写真の種類に
かかわらず，孫や子ども，もしくはペットの写真を身近に飾るこ
とが高齢者の主観的幸福感と睡眠の質を上げる効果を示した
点は興味深い．高齢者のウェルビーイングを向上させる方法と
して，実践しやすい有益な知見が得られたと言える．
質的なデータでは写真間で違いが見られた．写真に関する
自由記述の内容をテキストマイニングで分析した結果，2.5次
元写真を初めて見て触った参加者は，「驚き」や「嬉しさ」と
いう感情が喚起されていた．これは従来の平面な写真には見
られなかった効果である．本研究で得られた知見に基づき，
写真という日常的に取り入れやすい形を使ってウェルビーイ
ングの向上に役立つ応用の可能性を探っていくことが重要で
ある．本研究では，実験デザインの問題によって2.5次元写真
の触知を伴う鑑賞の心理的効果を十分に検討しきれなかった
可能性も残されている．したがって，日常生活における2.5次
元写真の心理的効果については，季節が気分に与える影響な
ども考慮しながら［18］，今後も検討を重ねる必要がある．
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